
（別紙様式４－１） （県立高等学校・中学校用）

評価項目 評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題

交通事故防止の取組
（生徒指導部）

・生徒、職員の交通事故０、交通違反
０を目指す。
・地域の警察、安全協会と協力して各
学期１回以上の実技講習会実施
・職員の資質・指導力向上

・年に３回の原付及び自転車安全点検を実施
する。
・原付免許取得者には交通安全協会、自動車
学校、警察と協力し、実技講習会を行なう。
・外部講師を招聘し、交通安全講話を実施す
る。
・職員を対象とした研修会、講話の実施。

A

安全点検では全生徒整備不良者ゼロ達成。交通事故・違反者も
ゼロ達成。実技講習会は過年度実施しているため、牛深警察署
による講話のみを行い、意識の向上を図れた。

学校事故発生時の的確な対応
（生徒指導部、保健部）

・学校事故０を目指す。
・職員の的確な判断、対応力向上

・危機管理マニュアルの点検と心肺蘇生法の
訓練を１回以上実施する。
・防犯講話を１回以上実施する。
・緊急連絡網（職員間、保護者への）の確認と
生徒、保護者への緊急連絡の徹底と訓練を行
なう。

Ａ

職員研修として、心肺蘇生法の訓練を行った。また、アレルギー
対応について、危機管理マニュアルに追加作成を行った。
・交通安全や防犯等に関する講話を５月、７月の２回行った。

校内職員研修の充実
（教務部、関係部署）

・本校の８つの重点目標の達成に向
けて、各部と協力して各学期２回以上
の職員研修を実施し、資質向上に努
める。

・講師招聘等による研修内容の充実。
・校外研修の復講を呼びかけ、情報の共有を
図る。
・自主的な課題設定を行う。

Ａ

昨年と比べて校内研修の内容を精選し、１年を通して充実した研
修が実施された。校外で行われる研修については、各担当で重
要だと思われる資料をコピーするなどして職員で共有した。

教材研究と指導法
（教務部）

・研究授業の全員実施
・年に２回授業アンケートを実施

・研究授業等予定の迫っている職員に声かけ
を行う。
・アンケート結果を数値化し、授業改善に役立
てる。

Ａ

研究授業の全員実施を達成することができた。授業自己評価アン
ケートに関しては、数値での評価のみならず自由記述欄を設け、
生徒の声を授業に反映しやすくした。先生方が生徒とともに検定
試験に挑戦するなど、生徒・職員間で互いに高め合う雰囲気を作
ることができた。

公開授業の充実
（教務部）

・参観者の人数を３０人に増やす。 地域や近隣中学校への呼びかけを強化する。

Ｃ

ホームページ、フェイスブック、有線放送等での案内を強化し、期
間中に外部講師を招いての講演や特別授業を計画したが、目標
とする参観者数には及ばなかった。校内においては職員同士で
授業を積極的に参観し合い意見を交わすことができた。

学校行事への保護者参加
（総務部）

・育友会総会の出席率を７０％に上げ
る。
・体育大会や文化祭等の保護者の参
加率を７０％に上げる。
・文化祭における保護者のバザー参
加を充実させる。
・ロードレース大会等における保護者
の支援を企画する。

・総会、学年会等のほかに授業参観を実施す
る。
・土曜又は日曜に実施する。
・学校行事の１ヶ月前には案内文を送付する。
・文化祭で保護者によるリサイクルバザーと「が
ねあげ」の調理及び販売を実施する。
・ロードレース大会の時に保護者による「豚汁」
の炊き出しを実施する。

Ａ

・本年度は５月日曜開催で、育友会総会の出席率が６７．７％で
前年度より出席率は増えた（出席率 ２７年度：61.8％）。
・総会前に親子親善ソフトバレー大会を開催することができ、大い
に盛り上がった。
・体育祭と文化祭には多くの保護者の参加・協力をいただき（体育
祭は93％、文化祭は68％の参加率）、学校行事を支援することが
できた。バザーも盛況し、合唱にも積極的に参加していただいた。
・ロードレース大会の炊き出しでは、豚汁・おにぎり・フルーツポン
チを提供した。

広報活動の充実
（総務部）

・「学校ホームページ」を週に少なくて
も２回以上更新する。
・「河高だより」１０号発行を目指す。

・担当者を複数決めて更新の回数を増やす。

・小さな行事でも写真や記事を作成し発行回数
を増やす

Ａ

・ホームページの最新のニュースについては、週２日のペースで
更新した。昨年度より写真の掲載数を増やした。
・河高だよりは毎月発行できた。

基礎学力の向上
（教務部、進路指導部）

・高校生として必要な基礎学力を身に
つけさせる。

・高校総体後放課後の時間を使って学年部で
進路別の学力向上講座を実施する。

Ａ

授業の中での基礎基本の学び直し、放課後の進路別の学力向上
講座により、それぞれの生徒に見合った学習指導ができ、基礎学
力の向上につながった。

読書活動の推進
（教務部 図書）

・生徒1人あたりの図書の貸し出し数
を２０冊に増やし、読書で天草一を目
指す。

・「朝の読書」に取り組むとともに、図書館ホー
ムルームを行い、生徒にとって図書館を身近な
ものとし、また、スタンプラリー等企画を通して
本との出会いをサポートする。 Ａ

「朝の読書」を定期的かつ効果的に行うことができた。図書館ＨＲ
を行ったことで、読書の時間中に他の作業をしている生徒や、本
を持っていない生徒が０になり、より充実した読書の時間が確保
できている。生徒の読む本に関しては、レファレンスや広報によ
り、個人の趣味や関心にあった本を紹介できた。また、定期的に
図書館利用の機会が増えたためか、休み時間等の図書館利用
者数が増加した。

授業時間の確保と
充実

行事計画とシラバスの的確な実
施
（教務部）

・授業を充実させる。
・教科毎の授業時数をバランスよく確
保する。

・公開授業週間や研究授業により指導法の向
上を図る。
・曜日調整を行う。
・出張、年休等を事前に調べ、教務部で毎週の
時間割を作成する。

A

研究授業の全員実施を達成することができ、各研究授業を参観
する世教師も昨年より増えた。出張、年休等を事前に調査し、教
務部で毎週の時間割を作成することにより、自習の時間を大幅に
減らすことができた。

自己実現のための取組
（進路指導部）

・自己の適性に合った進路実現 ・面談を充実させ、適切なアドバイスを行う。

A

生徒や保護者に対して、担任を中心に学年団、教科、キャリアサ
ポーター等複数の視点から面談を行うことができた。教員間の意
見交換もスムーズである。

体験活動の充実
（進路指導部）

・キャリア体験活動、応募前職場見学
等体験型の活動を積極的に紹介し、
５名以上の参加実績を作る。

・各機関からの体験、見学等案内を適宜学年
部に紹介し、希望生徒への呼びかけや支援を
図る。
・就職支援としてキャリヤサポーターとの面談を
行い、見学可能事業所等を紹介する。

A

高校生の一日看護体験及び応募前職場見学に延べ１０名以上の
生徒が参加した。その他進学志望の生徒にも、進学する分野に
関する情報提供や活動参加の呼びかけをすることができた。

進路別説明会の充実
（進路指導部）

・生徒の将来に役立つ職業講話を年
に１回実施する。

・単なる職業の話にとどまらず、講師と相談の
上生徒の将来にわたる生き方の参考となるよう
な講話を計画する。 A

学年部の要望や生徒の状況に合わせた魅力ある講話を開催す
ることができた。就農教育支援事業等との連携により充実した内
容で実施することができた。

個別指導の充実
（進路指導部）

・授業や課外授業以外にも学習館特
訓講座や個別指導を行う。
・特訓講座年間参加者５０名（延べ
数）を目指す。

・担任・進路指導部・教科担当者と連携し、生
徒の進路達成のために、それぞれのレベルに
あった指導を行う。 B

本校の進路指導の特徴ともいえる個別添削を中心とした課外授
業や特訓講座については全ての生徒に門戸を開き、生徒の学習
意欲の喚起や日頃の学習方法の見直しをする機会とすることが
できた。

基礎学力の向上

熊本県立河浦高等学校 平成２８年度学校評価表

１ 学校教育目標

「地域や保護者に信頼され、生徒や職員が誇りに思う学校づくりを目指す」（１）生徒が河浦高校に来て良かった。保護者が河浦高校にやって良かった。職員が河浦高校に勤めて良かった。地域から河浦高校があってよかった。そう思ってもらえる学校づくりを目指す。（２）校訓「創
造」「至誠」「勤勉」をしっかり身につけさせ、生きる力の育成と社会に貢献できる有為な人材の育成を目指す。（３）生徒一人ひとりに確かな学力と夢と希望を育ませ、キャリア教育の視点に立った進路指導の充実を目指す。（４）人権尊重の精神に立ち、自他の生命や人と人との絆
を大切にし、一人ひとりが輝き、楽しい学校づくりを目指す。（５）教職員としての資質や専門性の向上を目指す。

２ 本年度の重点目標

１ 校訓及び教育目標を柱とする教育の推進
２ 基礎学力向上を目指す指導の徹底｢Just Do It」～なんさんやる～
３ 生徒指導の充実「凡時徹底」
４ 進路指導の充実 「ここで跳べ！伝説始動」
５ 人権教育・特別支援教育の推進「学びあい・支え合い全員達成」
６ 部活動の活性化
７ 環境教育・道徳教育の推進
８ 農業教育・家庭教育・福祉教育の推進

３ 自己評価総括表 ※表中の「評価の観点」の項目記載下の（ ）は関係する各部。評価とコメント（成果と課題）の記入をお願いします。
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（別紙様式４－１） （県立高等学校・中学校用）

熊本県立河浦高等学校 平成２８年度学校評価表

１ 学校教育目標

「地域や保護者に信頼され、生徒や職員が誇りに思う学校づくりを目指す」（１）生徒が河浦高校に来て良かった。保護者が河浦高校にやって良かった。職員が河浦高校に勤めて良かった。地域から河浦高校があってよかった。そう思ってもらえる学校づくりを目指す。（２）校訓「創
造」「至誠」「勤勉」をしっかり身につけさせ、生きる力の育成と社会に貢献できる有為な人材の育成を目指す。（３）生徒一人ひとりに確かな学力と夢と希望を育ませ、キャリア教育の視点に立った進路指導の充実を目指す。（４）人権尊重の精神に立ち、自他の生命や人と人との絆
を大切にし、一人ひとりが輝き、楽しい学校づくりを目指す。（５）教職員としての資質や専門性の向上を目指す。

２ 本年度の重点目標

１ 校訓及び教育目標を柱とする教育の推進
２ 基礎学力向上を目指す指導の徹底｢Just Do It」～なんさんやる～
３ 生徒指導の充実「凡時徹底」
４ 進路指導の充実 「ここで跳べ！伝説始動」
５ 人権教育・特別支援教育の推進「学びあい・支え合い全員達成」
６ 部活動の活性化
７ 環境教育・道徳教育の推進
８ 農業教育・家庭教育・福祉教育の推進

３ 自己評価総括表 ※表中の「評価の観点」の項目記載下の（ ）は関係する各部。評価とコメント（成果と課題）の記入をお願いします。

基本的生活習慣の
確立

・時間を守らせる
・挨拶・礼儀指導
・服装指導
（生徒指導部）

・年間を通しての登校指導を実施する
（遅刻０目標）。
・服装検査を実施する（朝掃除０目
標）。
・あいさつの励行。
・授業環境の充実。
・部活動の活性化。

・正当な理由のない遅刻者に対し、遅刻指導を
行う。
・生徒会による挨拶運動を実施し、生徒が主体
的に挨拶をできる雰囲気をつくる。
・定期的な服装検査に加えて、進路部からの指
導や学年毎の指導を重視する。 ・授業に真剣
に取り組むことのできる雰囲気作りをする。
・部活動や同好会などの授業以外の活動を通
して、基本的習慣の確立を図る。

Ａ

遅刻常習者ゼロ達成。整容検査での違反者ゼロ達成。部活動、
同好会も最後まで主体的な活動ができた。あいさつも地域の方々
から褒めていただいた。

交通道徳の定着

・事故に遭わない原付、自転車の
乗り方指導
・地域の模範となる交通マナーを
身につける
（生徒指導部）

・登校時定点指導の実施
（交通違反０目標）
・交通安全教室、講演の実施
（年２回以上）
・二重ロックの徹底
・危険予測学習の実施

・定期的に定点指導を実施し安全運転を意識さ
せる。
・生徒部で外部講師を検討し、印象深い交通安
全講話になるよう努める。
・登校指導時に鍵かけ点検を行い、二重ロック
を徹底する。
・危険予測学習を行い、交通安全意識を育て
る。

Ａ

昨年度は路面凍結による転倒が４件発生したが、今年度は自転
車・原付による大きな事故はゼロ。二重ロック点検においては定
着が見られ、毎月１００パーセントの施錠率を達成している。講話
についても外部講師（牛深警察署）の協力や、県の交通安全指導
者講習会の復興講を行った。

美化意識の向上

・掃除指導の充実
・汚さない、散らかさない
・教育環境つくり
（生徒指導部）

・掃除に一生懸命に取組ませる。
・教室の整理整頓に心掛けさせる。
・ボランティア活動への取組み。

・毎日の掃除を教師が生徒と共に行い、美化意
識の向上を図る。
・年三回の美化コンクールを実施し、クラス毎
の競い合いと助け合いから美化意識の向上を
図る。
・年間３回の全校ボランティアを実施する。

Ａ

掃除に関しては少ない人数ながら、全生徒持ち場で時間いっぱい
担当職員の指導の下掃除を行えている。ボランティア活動等にお
いては高い意識の下、積極的に活動に励むことができた。

人権教育の向上と
人権教育の充実

・人権意識を高める取組の充実
・ＨＲ等での人権教育の充実
・命を大切にする心を育む指導
（人権教育）

・研修会等への積極的参加
・心のアンケートや面談の実施
・より生徒主体で行う人権教育LHR

・職員や生徒対象の各種研修会への積極的
参加の呼びかけを行う。
・心のアンケートや面談を実施し、生徒理解を
深め外部専門家の助言も受けて問題の早期
解決に努める。

・人権教育LHRの実施がより効果的である
ように、生徒がより主体的に活動できる
授業展開を行う。

B

・生徒・職員ともに積極的に研修の案内や広報等の配布を
行った。

・心のアンケートを学期ごとに実施し、生徒の現状の把握を
積極的に行った。

・全校生徒に様々な人権問題に意識を向けてもらう目的で、
夏休みの課題に幅広い人権問題のテキストを配布し、
この資料を元に人権標語作成を行った。

・人権校内研修を学期ごとに行い、職員間の一層の交流と
知識や経験の共有、人権感覚の深化が図られた。

命を大切にする心を
育む指導

・命を大切にする心に関する授業
の充実
・命を大切にする心に関する講
話、講習の充実
（保健部）

・社会問題の中の生と死等について
学習を深め、命を大切にする心を育
むことができる。
・夢や目標、人のために役立つこと・
尽くすことについて学習を深め、命を
大切にする心を育むことができる。

・思春期保健教育講話の実施。
・食育教育の実施。
・心肺蘇生法講習会の実施。
・災害ボランティア養成講座の実施。
・薬物乱用防止講話の実施。

B

各種講話、講演をほぼ予定通り実施することができた。専門的な
立場から生徒の心に響く話をしていただき、生徒たちが命の大切
さを改めて感じることができた。また、園芸科や家庭科の授業、学
年での総合学習において、バラエティに富んだ充実した食育教育
を実施できた。

いじ
めの
防止
等

いじめの未然防止
や早期発見の取組
の充実

・いじめ問題対策委員会の設置
・いじめの未然防止・早期発見の
ための講話や面談等の充実
（いじめ問対委）

・アンケート等を通じて、早期に
いじめの発見に努める。

・面談等を通じて、個別の対応や
いじめであるかの判断を行う。

・保護者や関係機関と連携し、
対応にあたる。

・解決・報告・継続観察を心がける。

・いじめ未然防止講話等の実施
（未然防止につながる情報の伝達）
・生徒からのいじめ防止の提言
・いじめ防止等の対策のための組織会議の
実施

・心のアンケートの各学期実施
・二者面談の実施

B

・学期ごとに心のアンケートを実施した。また、現状の把握と
対応について、スクールソーシャルワーカーに助言いただいた。

・いじめの案件はあったが、すみやかな対応で早期に解決
された。

・毎月の生徒朝会で生徒同士が交流できる企画がなされた。

特別
支援
教育

特別な支援を必要と
する生徒への柔軟
な対応

・支援を必要とする生徒に気づく
・ユニバーサルデザインの視点に
基づいた授業を実現する
（特別支援委）

・特別な支援を必要としている生徒
に職員が気づく。

・どの生徒にも分かりやすい授業を
作る

・特別な支援を必要としている生徒について
気づき、情報を全職員で共有し、支援に
つなげる。

・ケース会議や専門機関との連携をとり
ながら、支援のあり方を検討する。

・個別の教育支援計画の引き継ぎの準備を
行う。

・一人ひとりの進路実現に向けた指導を行う。
・ユニバーサルデザインの視点に基づいた
授業を実現するため、アクティブラーニング型
授業や協同学習の形態やＩＣＴを活用した
授業の展開の仕方を提案する。（困難な
状況を作らない）

・特別支援教育に関する理解・啓発をすすめる
ため通信を折に触れ発行する。（気づきを促

す）

B

・職員で実践している手立てを共有できた。
・人権校内研修において、KP法や職員の交流をすすめる
展開を行った（授業展開の提案）。

・担任・キャリアサポーターを中心に進路決定のサポート
が行われた。

・移行支援を行う有無について、本人・保護者に確認を
行った。

・スクールカウンセラーの来校日を載せた特別支援に関する
理解・啓発をすすめるための広報紙を毎月発行できた。
この広報紙や地区の推進協議会発行の通信を度々見て
自分の子どもに対する気づきが出てきた保護者もいた。

生徒会（学友会）活動

主体的な学友会活動の推進
（生徒指導部 生徒会）

・生徒朝会の充実（委員会の発表）。
・学校行事における学友会の主体的
な参加及び企画。
・生徒委員会の充実。

・生徒朝会を毎月１回、月初めに行う。
・学友会長を中心に役割分担をし、学友会全体
で行事に参加する。
・生徒委員会を適宜開催する。

Ａ

生徒朝会、文化祭、学友会行事など、進路が大変な中、昨年度同
様、主体的な生徒委員会活動を実施することができた。また、そ
れを全生徒がバックアップする姿に感動すら覚えた。

部活動(運動部、文
化部、農業クラブ、
家庭クラブ）の活性
化

・九州・全国大会への出場を目指
す
（生徒指導部）

・部活動、同好会加入率９０％を目指
す
・年間を通しての部員加入を行う。
・活動計画を明確にする。
・事故等の起きない活動を行う。

・顧問を適材適所に配置する。
・近隣の中学校等の合同練習を行い、中高の
連携を図る。
・校内合宿を実施し、競技力の向上と仲間意識
を高める。
・生徒の体調管理や練習内容をこまめにチェッ
クする。

Ａ

部活動・同好会加入率１００％を達成。その結果、新体力テスト等
の大幅な伸びや取り組みを評価され、体力向上優良校最優秀賞
を県からいただいた。また、全国大会への出場は実現できなかっ
たが、県大会での勝利や、県大会個人８位入賞（のべ数６種目）、
九州大会出場など素晴らしい成績をおさめた。

特別
活動

・
部活
動

人権
教育
の推
進

生徒
指導


